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-かいじ国体・会期 ..

夏季大会… 61 年 9 月 7 日~ 10日

秋季大会… 61 年 10 月 12 日~ 17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……
61 年 10 月 25 日~ 26日

望月知事とコスモス街道づくり

**昭和バイパス**
好天に恵まれた 7月 19日(土)、花いっぱい運動の一環とした黄色

いコスモス街道づくりが、望月山梨県知事を始め、泉町長、地元の河

西さっき会の皆さん、飯喰・河西の県民運動町民運動推進委員の方々、

それに県職員、役場職員など総員 200人が参加して、常永川沿いの

昭和バイパスで知事といっしょにコスモスの種を蒔きました。

9月中旬には、みなさんの協力の汗が花となり黄色いコスモスの花

でいっぱいになることでしょう。

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽寺持

委かいじ国体まで- 業
..... - ~~ι 3 あと •• •• • • • 41回全
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四
月
に
温
泉
が
噴
き
出
し
て
以
来
、

公
衆
浴
場
と
し
て
の
許
可
、
あ
る
い
は

温
泉
と
し
て
の
成
分
分
析
検
査
に
相
当

日
数
が
か
か
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た

が
、
去
る
七
月
末
に
す
べ
て
完
了
い
た

し
ま
し
て
、
乙
の
度
、
晴
れ
て
会
館
の

浴
場
と
し
て
使
用
で
き
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
館
の
温
泉
使
用
は
月
曜
日

と
祭
日
を
除
き
午
前
十
時
か
ら
九
月
ま

で
は
午
後
四
時
ま
で
、
十
月
以
降
は
午

後
三
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ

J

ご
利
用
下
さ
い
。

わ-つよし報広
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泉温 44.4度
湧出量毎分 700C (自噴)

知覚的 黄色透明、炭酸味、鉄臭味

泉質単純温泉 (低 張性 弱ア ルカ リ性 高温泉)

必禁忌症及び入浴上の注意

温泉の医治効用は、その温度その他の物理的因子、化学的成分、温

泉地の地勢、気候、利用者の生活状態の変化その他諸般の総合作用に

対する生体反応によるもので、温泉の成分のみによ って温泉の効用を

確定する乙とは困難であるが、温泉の浴用にあたってはおおむね下記

の注意を要する。
Js浴用上の注意

温泉には老化現象が認められ、地中からゅう出した直後の新鮮な温

泉が最も効用があるといわれているが、それぞれの泉質に適する用い

方をしなければかえって疾病に不利に働く場合がある。 したがって浴

用は、おおむね次の注意に留意し、源泉施設について十分な公衆衛生

上の配膚を行う乙とO

企 8月 1日まちにまった温泉使用開始のテープカット

が、会館浴場前で行われました。(左から泉町長、

河西民生総務、志村老人クラブ会長・牧野議長)

医
泊
刻
用

神
経
痛
・
筋

ア.温泉療養を始める場合は、最初の数日の入浴回数を 1日当り l回程

度とする乙と。その後は 1日当たり 2固ないし、 3田までとするとと。

イ.温泉療養のための必要期間は、おおむね 2ないし3週間を適当とす

ること。
ウ.温泉療養開始後おおむね 3日ないし 1週間前後に湯あたり(湯さわ

り又は浴湯反応)が現われることがある湯あたり」の聞は入浴

回数を減じ又は入浴を中止し、湯あたり症状の回数を持つ乙と。

エ.以上のほか入浴には次の諸点について注意することO

(ア)入浴時間は入浴温度により J異なるが、初めは 3分ないし 10分程

度とし、慣れるにしたがって延長しでもよし、

(イ)入浴中は運動浴の場合は別として一般には安静を守るO

(ウ)入浴後は身体に付着した温泉成分を水で洗いながさない(湯ただ

れを起しやすい人は逆に浴後真水で身体を洗うか温泉成分を拭き

取るのがよい)0 

(エ)入浴後は湯冷めに注意して一定時間の安静を守る。

(オ炊の疾患については原則として高温浴 (420C以上)を禁忌とする。

イ.高度の動脈硬化症 ロ.高血圧症ハ.心臓病

(カ闘い温泉に急lζ入るとめまい等を起乙す乙とがあるので十分注意

をする。
(キ}食事の直前、直後の入浴は避ける乙とが望ましし、。

(ク飲酒しての入浴は特に注意する。
Js浴用の禁忌症

急性疾患(特に熱のある場合)、活動性結核、悪性腫虜、重い心臓

呼吸不全、腎不全、出血性疾患、高度の貧血、その他一般に病勢進
行中の疾患、妊娠中(とくに、初期と末期)
砂浴用の適応症

神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、運動麻棒、関節のこわばり、う

ちみ、くじき、慢性消化器病、痔疾、冷え症、病後回復期、疲労回

復、健康増進 山梨県衛生公害研究所
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九
月
十
五
日
か
ら
の
老
人
福
祉
週
間

を
は
さ
ん
で
各
地
区
で
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

長
年
社
会
に
尽
し
、
社
会
を
支
え
今

日
の
繁
栄
を
築
い
て
乙
ら
れ
た
お
と
し

よ
り
を
、
お
互
い
が
生
ま
れ
育
っ
た
家

庭
や
地
域
、
隣
人
と
の
人
間
的
き
ず
な

を
心
の
支
え
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会

の
中
で
明
る
く
豊
か
な
人
生
が
送
れ
る

よ
う
、
そ
ん
な
町

c

つ
く
り
を
と
考
え
て

よし

お
り
ま
す
。

今
後
更
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
地
域
的
に
も
、
都
市
化
、
あ
る
い
は

核
家
族
化
に
よ
っ
て
、
若
い
人
達
の
老

人
を
扶
養
す
る
意
識
の
低
下
な
ど
、
弱

体
化
し
て
い
る
家
族
的
、
地
域
的
な
保

護
機
能
を
、
乙
の
老
人
福
祉
週
間
を
機

に
更
に
見
直
し
ま
し
て
敬
老
思
想
の
啓

発
に
努
め
、
老
人
福
祉
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
方
々
が
米
寿
を
迎
え
ま
す
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完弘氏
河東】

坂田

【上

深沢守之代氏
【押越】

深沢豊繁氏
【西条二区】

竹中とりの氏
【西条三区】

「
敬
老
の
日
」
に
は
、
毎
年
町
長
自

ら
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
訪
問
、

記
念
品
を
送
っ
て
祝
意
を
表
し
て
お
り

ま
す
。

長田らき氏
【清水新居】

棲井大吉氏
【西条一区】

小石ちょこ氏
【西条一区】

議~i~~，z'!:霧議
(90才以上の方々)

<地区> <年令>

河西 98才

飯喰 96才

西 条一区 96才

築地新居 95才

清水新居 94才

押越 94才

西条一区 93才

上河東 93才

西条一区 92才

西条二区 91才

西条新田 91才

西条一区 91才

西条一区 91才

上河東二区 91才

西条一区 90才

西条一区 90才

西条 一 区 90才

清 水新居 90才

数

8月 1日現在〉

計
一
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一
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一
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一
日
一

m
一
川
一
日
一
切
一

4
一山一

臼
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μ
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男仇)1女 ω

( 65歳以上

地区

西条一区

西条二区

清 水新居

西条新田

押越

河東中島

紙漉阿原

築地新居

飯喰

河西

上河東

上河東二区

合計

-
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収
入
役

イ手
志氏

わ-つよし報

こ
の
度
、
教
育
委
員
の
先
生
方
の
ど

推
薦
を
頂
き
ま
し
て
、
教
育
長
と
い
う

教
育
長

竹

中

正

裕

広

弥

長
か
っ
た
梅
雨
も
あ
け
て
厳
し
い
夏

の
訪
れ
と
共
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は

益
々
御
健
勝
で
御
過
し
の
乙
と
、
推
察

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
乙
の
た
び
私
乙
と
八
月
一
日

よ
り
昭
和
町
収
入
役
に
選
任
さ
れ
身
に

あ
ま
る
光
栄
と
同
時
に
そ
の
責
務
の
重

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
恵
ま
れ
た
豊
か
な
財
政
状
況

k
あ
る
本
町
は
県
下
で
も
羨
望
の
的
と

し
て
注
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に

近
年
本
町
も
財
政
の
拡
大
に
よ
り
ま
し

て
出
納
事
務
の
取
扱
件
数
及
び
金
額
等

非
常
に
増
大
し
て
お
る
な
か
で
、
町
の

大
切
な
財
産
の
運
用
等
に
つ
き
ま
し
て

責
任
の
重
い
仕
事
を
い
い
っ
か
り
ま
し

た
。
私
K
と
り
ま
し
て
は
、
思
い
が
け

な
い
任
命
で
ど
ぎ
い
ま
し
て
身
の
ひ
き

し
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

押
原
中
学
校
の
校
長
を
五
年
つ
と
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
町
当
局
や

P

T
A
か
ら
温
か
い
ど
支
援
ご
協
力
を
頂

い
て
充
実
し
て
最
後
を
飾
る
乙
と
が
で

き
深
く
感
謝
い
た
し
て
い
る
と
乙
ろ
で

あ
り
ま
す
。

乙
の
度
教
育
長
と
い
う
重
責
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
が
町
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
後
援
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
す
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
や
教
育
改
革
は
国
政
の
最
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
四
月
に
臨
教

審
の
第
二
次
答
申
が
あ
り
ま
し
た
が
、

教
育
の
内
容
、
教
員
の
資
質
の
向
上
、

教
育
諸
条
件
の
整
備
等
が
あ
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
乙
れ
が
ど
う
い
う
か
た
ち

は
、
今
後
の
日
本
経
済
の
動
向
を
的
確

に
把
握
し
乍
ら
効
率
的
な
資
金
運
用
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
と
と
が
、
日
出
と

J

1

1

 

課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
と
を
深
く

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

浅
学
非
才
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
三

十
有
余
年
の
役
場
職
員
と
し
て
の
経
験

を
生
か
し
県
下
に
誇
り
得
る
町
、
昭
和

町
発
展
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
献
身
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
b

何
卒
町
民
各
位
の
御
指
導
御
協
力
を

切
に
御
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
御
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
現
場
に
お
り
て
く
る
か
ど
の
よ
う
に

現
実
化
す
る
か
と
い
う
乙
と
は
大
変
な

問
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
く
よ

く
研
究
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
対

応
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
教
育
行
政
は
教
育
の
目
標
を
遂
行

す
る
に
必
要
な
諸
条
件
の
整
備
確
立
を

目
標
と
し
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
教
育
基
本
法
に
あ
り
ま
す
。

乙
の
精
神
を
体
し
職
務
隊
行
に
精
一
杯

の
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。教

育
を
大
切
に
す
る
昭
和
町
の
、
各

方
面
と
充
分
に
意
見
を
交
換
す
る
中
で

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
、
生
き
が
い
の

あ
る
教
育
行
政
を
展
開
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
議
会
は
じ
め
各
種
団
体
、
町
民
各

位
の
叱
時
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教

育

委

員

に
一郎氏Jf呂瀬

教

育

委

員

に
善一氏ムロ

監

査

委

員

に
中所茂夫氏

鑑聾盤麗臨語

税務課長心得

中沢孝造

(経j斉課・農他係長〉

(農業委員会事務局長(劇)

8月 1日付

( )旧職

総務課長

長田善貞

(税務課長)

野
呂
瀬
一
郎
氏
再
任

イ主 所

西条4183

生年月日

大正 13年6月27日

1日

任期

昭和 61年8月

昭和 65年7月31日

山
口
義

氏
が‘

任期 ι 
昭和 61年 8月 1日ぷ

1 ロロ

昭和 65年 7月31日

イ主 所

;可求中島 524

生年月日

昭和 2年 7月20日

中
所
茂
夫
氏
が
選
任

イ主 所

西条 4126

生年月日

昭和 2年 1月 19日

経 j斉課・産業係長

農業委員会事務局長(兼j

堀口 勉

(経j斉課・産業係長)

1日

任期

昭和 61年8月

昭和 65年7月31日

弥

職

保坂

退
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総
合
四
位
、

中
巨
摩
郡
体
育
祭
り
が
、
七
月
十
三

日
、
二
十
日
と
竜
王
町
を
主
会
場
に
三

十
四
会
場
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
町
は
、
競
技
種
目
三
十
一
種
目
の

う
ち
二
十
四
種
目
に
参
加
、
乙
の
う
ち

弓
道
(
男
子
)
(
女
子
)
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
(
男
子
)
、
銃
剣
道
、
テ
ニ
ス
(
女

子
)
、
ク
レ

l
射
撃
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

が
優
勝
し
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
地
元
竜
王
町
・
二
位

櫛
形
町
・
三
位
敷
島
町
の
成
績
で
し
た
。

ま
た
、
大
会
開
会
式
の
席
上
、
本
町

押
越
、
藤
本
洋
さ
ん
(
昭
和
体
協
副
理

事
長
)
が
長
年
の
社
会
体
育
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
郡
体
育
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

郡体育功労者

藤本洋氏
(押越)

一一思議
一一撃
す
覇一紺那覇
一一
一
事
一
言
十
罰
シ
~一一弘一蘇
一…一一一一…一一一一…一一一……一一

一一一一一一一
一一一一一一
葉

一
E
一一三一一一言語一一一言聖聖
長

長
匡
雲
言
三
主
日EE一E民主
主義一一

峡
中
ラ
イ
オ
ン
ズ
主
催
(
会
長
・
河

野
勝
氏
)
の
第
二
回
峡
中
ラ
イ
オ
ン
ズ

杯
東
部
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
七
月
二
十
日
、
押
原
小
学
校
体
育
館

で
、
昭
和
、
田
富
、
玉
穂
の
小
学
生
女

子
に
よ
る
四
チ
l
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

女
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

準
優
勝

三

位

三

位

玉
穂
小
チ
l
ム

田
富
小
チ
l
ム

西
条
小
チ
l
ム

押
原
小
チ
l
ム

砂
大
会
選
手
宣
誓
す
る

押
小
ミ
ニ
パ
ス
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選
手
宣
誓
を
す
る
去
年
度
優
勝
し
た

ソ
フ
ト
西
条
ニ
区
A
・
パ
レ

i
築
地

新
居
の
健
児

第
同
国
子
と
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

一
勝
一
一
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一優
一一;一
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

わ

第
十
六
回
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大

会
(
主
催
・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連

絡
協
議
会
)
が
八
月
三
日
、
猛
暑
の
中

で
男
子
ソ
フ
ト
十
三
チ
l
ム
、
女
子
バ

レ
l
十
三
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
大
会
は
、
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
て
子
ど
も
の
体
力
増
進
を
は

か
る
と
と
も
に
汗
を
流
す
中
で
昭
和
町

子
供
ク
ラ
ブ
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
ζ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
各
チ

ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
も
あ
っ

て
各
試
合
に
好
プ
レ
ー
が
目
立
っ
た
大

会
と
な
っ
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-つよし報広

女
試
合
の
結
果

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

優

勝

準
優
勝

三

位

築

地

新

居

チ

i
ム

上
河
東
ニ
区
B
チ
l
ム

上
河
東
ニ
区
A
チ
l
ム

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優

勝

準
優
勝

三

位

河

西

西
条
新
田

築
地
新
居

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

子どもクラブ球技大会開会式(押小)

君ざめやか
⑦ 材 全

分一丁執日月ワー年F
h
u
 

市

t
i
t
i
-
-』
1
'
n
u

frf 
昭

事入札結果工

工 事 名 工事場所 (工期) 落札金額 落札業者 担当課

生活関連道路 清水新居地内
円

山英建設側

舗装新設工事 s 61・7-31-61・8・28
1，040，000 

縮市湖臨場04
建設課

同 上
築地新居地内

670，000 
側輪田道路

λ， 
s 61・7・31-61・8・28 櫛形町曲輪回 2846

町道 16 0 号線 清水新居地内
550，000 

樹新光土木
λF 

舗装新設工事 s 61・7・31-61・8-28 竜王町竜王 2476-1 

町道 16 7 号 線 清水新居地内
1， 070， 000 

側丸徳組
，ペY

舗装新設工事 s 61・7・31-61・8・28 甲府市丸の内3-19-3

町 道 256 号 線 紙漉阿原地内
849，000 

新光建設側
11 

舗装新設 工事 s 61・7・31-61・8・28 甲府市青葉町11-25

町道 32 1 号 線 上河東地内
700.000 

日新舗道側
ノ〆

舗装新設工事 s 61・7・31-61・8-28 甲府市飯田4-10-27 

生活関連道路 築地新居地内
1，600，000 

側早野組
11 

舗装新設工事 s 61・7・31-61・9・8 甲府市東光寺1-4-lC 

町道 158 号線 清水新居地内
1，670，000 

丸浜舗道側
11 

舗装新設工事 s 61・7・31-61・9・8 甲府市東光寺 1-7白 8

町 道 16 1 号線 清水新居地内
1，850，000 

側新光土木
11 

舗装新設工事 s 61・7・31-61・9・8 竜王町竜王 2476-1 

町道 17 5 号線 西条新田地内
2，800，000 

附早野組
λF 

舗装新設工事 s 61・7・31-61・9・8 甲府市東光寺1-4-10

町道 267 号線 築地新居地内
4，060，000 

同 上
11 

舗装新設工事 s 61・7・31-61・9-18 

町道昭和 玉穂線 河東中島地内
25，240，000 

側中村建設
ノノ

智識府主Z事舗l工区〉 s 61・7・31-61・9・20 竜王町万才 312

同 上 河東中島地内
14， 150，000 

同浅川組
11 

(第2工区) s 61・7・31-61・9-26 竜王町富竹新田 80

町民体育館ジャパラ式 町民体育館
2，799，000 

昭和スポーツ
教育委員会

バスケットボード取付工事 s 61・7・31-61・8-30 西条 1222



わ

わ疋しだちガ安J山して生活していく疋めには¥

治安の維持や洪水の防上ヒなどの公共サービスや

公共施設は欠かすことができません。これらは、

わだし疋ち個人や民間の団俸の活動芝けでまか

なうことはできないものです。この疋め国では、

社会保障の充実、 住宅や道路の整備、教育や手斗

学の振興など幅広い活動を行っています。

-つよし

わたしたちが納めた税は

どう使われているのか?

報広( 7 )昭和 61年 9月1日発行

公立学校の生徒 678.000円
(全日制)

|人当たりの
550.000円

教育費負担額
455.000円

(昭和58年度)

係

人

者
て

関

9

者

入
え

の

給
加
支

。

者

度

受
を
で
す

坦

年

金
人
人

ま

負

剛

年

1

9
い

と

洋

司

q
T
u
、

者

向

事

凶

問

給
剣

事
荊
J
U

受
知

一
事
』
町
町

の
金

量
盟
弔
哨
A
Y

金

年

符

ka悶
凶
町
叩

世

間

跡

老

巨

ト

Mr

c主) 固と地方公

共団体との負

担額の合計額

です。

小学生中学生高校生

・小学生と中学生がいる場合

議+霊…円
・中学生と高校生カ〈いる場合

1+金=1，228，000円

• • • • • •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
大
血
圧
の
高
い
人
の
食
事
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
(
業
務
部
医
事
課
)

主
任
栄
養
士

年
の
食
習
慣
が
大
き
な
因
子
に
な

っ
て

い
る
乙
と
は
、
も
う
常
識
と
言
え
ま
し

ょ
う
。
長
年
の
カ
ロ
リ
ー
(
量
)
の
と

り
す
ぎ
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
と
同
時
に

太
り
す
ぎ
が
高
血
圧
を
招
い
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
ら
を
な
く
す
に
は
必
要
以

上
の
飲
食
を
し
な
い
と
い
う
ζ

と
で
す
。

消
費
カ
ロ
リ
ー
を
上
ま
わ
る
食
事
を
と

り
続
け
れ
ば
太
る
の
は
当
然
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
適
切
な
必
要
摂
取
カ
ロ
リ

ー
(
量
)
を
知
る
乙
と
で
す
。
標
準
体

重

(
一
般
に
は
身
長
l

一
O
O
×
0
・

九
)
よ
り

一
O
労
以
上
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
人
は
要
注
意
で
す
。
体
重
を
減
ら

す
食
事
の
コ
ツ
は
総
カ
ロ
リ
ー
を
少
く

し
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
な
ど
健
康
を
維
持
す
る
上
で
必
要

の
栄
養
素
は
十
分
と
る
と
い
う
乙
と
で

す
。
そ
れ
に
は
主
食
を
少
な
目
に
、
お

か
ず
の
種
類
を
多
く
し
た
食
事
を
と
る

の
で
す
。
次
に
昧
つ
け
は
薄
く
、
食
塩

は
一
日

7
gを
目
標
K
し
ま
す
。
日
本

人
に
脳
卒
中
が
多
い
の
は
食
塩
の
と
り

す
ぎ
と
い
わ
れ
ま
す
が
疫
学
的
統
計
か

ら
み
て
も
事
実
で
す
。
脳
血
管
疾
患
の

多
い
東
北
地
方
で
は
寒
さ
厳
し
い
地
域

的
悪
条
件
に
加
え
て
一
日

m
g前
後
と

い
う
食
塩
量
の
多
さ
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
日
食
塩
量
が

4
g
の
エ
ス

キ
モ
ー
で
は

4
路、

7
g
の
マ
ー
シ
ャ

ル
群
島
で
は
7
1
8
第
、
日

g
の
ア
メ

リ
カ
で
は
ロ

1
m
mm
、
ロ
ー
日

g
の
日

本
で
は
加
%
と
食
塩
の
摂
取
量
が
多
い

地
域
ほ
ど
高
血
圧
の
発
生
率
が
高
く
な

世
は
ま
さ
に

g

飽
食
の
時
代
4

高
血

圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
が
子
供
た

ち
の
聞
に
ま
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
現
在
、

毎
日
の
食
生
活
が
い
か
に
大
切
か
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ち
れ
ま
す
。
成
人
病
の

予
防
は
す
で
に
子
供
の
時
か
ら
始
め
な

く
て
は
い
け
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。
昭
和
六
十
年
度
の
学
校
保

健
調
査
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
要
因
(

予
備
群
)
と
な
る
肥
満
傾
向
児
は
、
小

学
校
六
年
生
(
十
二
才
)
で
全
体
の
約

8
wm
k
も
の
ぼ
り
、
昭
和
四
十
九
年
度

調
査
の
三
倍
近
く
に
も
達
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
た
め
、
高
血
圧
や
高
血
糖

状
態
の
児
童
生
徒
は
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
る
の
で
す
。
ま
さ
に

「肥
満
大
敵

病
の
も
と
」
と
い
う
乙
と
で
し
ょ
う
か
。

文
部
省
は
食
事
指
導
を
中
心
と
し
た
成

人
病
を
予
防
す
る
た
め
の
手
引
書
を
小

・
中
・
高
校
生
用
、
教
師
用
に
作
成
し
、

全
国
の
学
校
関
係
者
に
配
布
し
た
ほ
ど

で
す
。
ひ
と
北
旦
削
K
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
乙
と
で
す
。
当
院
で
も
指
導
を
'
つ

け
る
患
者
さ
ん
の
八
割
は
過
去
の
食
事

内
容
に
問
題
あ
り
と
診
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
乙
で
今
回
は
、
血
圧
の
高
い
人

の
食
事
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
に
は
、
原
因
が
は
っ
き
り
し

な
い
本
態
性
高
血
圧
と
腎
臓
病
そ
の
他

の
病
気
が
原
因
で
起
と
る
二
次
性
高
血

圧
が
あ
り
ま
す
が
十
人
中
九
人
は
本
態

性
高
血
圧
で
す
。
し
か
し
原
因
が
は

っ

き
り
し
な
い
と
い

っ
て
も
過
労
や

ス
ト

レ
ス
、
遺
伝
(
体
質
〉
な
ど
の
他
、
長

里
仁
会

小

山

厳

っ
て
い
ま
す
。
国
民
栄
養
調
査
等
で
は

山
梨
県
は
全
国
的
に
み
て
摂
取
量
の
多

い
県
に
入
り
ま
す
。
一

般
家
庭
で
は
一

日
7
g、
多
く
て
も

m
g以
内
に
お
さ

え
た
い
も
の
で
す
。

(
厚
生
省
基
準
値

は
叩

g
)
高
血
圧
は
遺
伝
的
要
因
も
強

い
の
で
親
(
家
族
)
が
高
血
圧
の
人
は

予
防
の
意
味
か
ら
更
に
薄
味
に
す
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。
文
降
圧
剤
を
服

用
し
て
い
る
人
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
含
有

の
胃
腸
薬
等
を
併
用
す
る
ζ

と
が
多
い

の
で
、
食
事
中
の
食
塩
は

5
g以
下
に

な
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。
で
は
実

際
に
ど
の
よ
う
な
食
事
を
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
上

げ
て
み
ま
す
と
①
食
塩
や
食
塩
を
含
む

調
味
料
は
控
え
、
食
品
の
も
つ
味
、
風

味
を
生
か
す
乙
と
。
②
乳
製
品
、
ワ
イ

ン
、
ご
ま
油
、
香
辛
料
が
多
く
使
え
る

洋
風
、
中
華
風
料
理
を
一
日

2
1
3
種

類
は
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
と
。
③
乳

類
、
卵
は
毎
日
食
べ
る
乙
と
。
④
魚
や

肉
の
加
工
品
は
さ
け
、
野
菜
、
海
草
、

い
も
、

く
だ
も
の
を
十
分
食
べ
る
こ
と
。

⑤
穀
類
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
と
り
す
ぎ
な

い
乙
と
。
以
上
量
よ
り
質
、
腹
八
分
目

の
状
態
の
食
事
が
よ
い
の
で
す
。

グ健

康
は
毎
日
の
食
事
か
ら
H

高
血
圧
は
食

事
の
改
善
で
下
げ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

も
う

一
度
、
ど
自
分
の
食
生
活
を
見
直

し
て
健
康
で
明
る
い
毎
日
を
過
ご
し
ま

!υ

よ'つ
。企

画

財
団
法
人
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〈 ミ不

わ

。
納
税
義
務
者

土
地
や
家
屋
を
売
買
、
交
換
、
贈
与
、

新
築
な
ど
に
よ
っ
て
取
得
し
た
場
合
に
、

そ
の
取
得
者
に
対
し
て
課
さ
れ
ま
す
。

。

税

額

課
税
標
準
額
に
税
率
を
乗
じ
た
額
で

す。ロ
課
税
標
準
額
と
な
る
価
格

原
則
と
し
て
、
市
町
村
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
で

す。

一つよし報広

。
税
率
:
:
・
:
:
四
Mm

。
住
宅
や
住
宅
用
土
地
の
税
の
軽
減

県
税
務
所
長
へ
申
告
す
る
乙
と
に
よ

っ
て
、
次
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
、
住
宅
(
新
築
、
中
古
)

①

税

率

:
:
:
三
労

(
昭
和
臼
年
6
月
初
日
以
前
の
取

得
住
宅
)

②
面
積
等
一
定
要
件
に
該
当
す
る

住
宅
の
場
合
課
税
標
準
と
な
る
価

格
か
ら
一
定
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

二
、
住
宅
用
土
地

①
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
税
額
か
ら
四
分
の

一
の
額
が

控
除
さ
れ
ま
す
。

②
さ
ら
に
、
取
得
し
た
住
宅
が
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
減

額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

。
詳
し
い
乙
と
は
、
県
税
事
務
所
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

・
東
部
県
税
事
務
所

曾

O
五
五
四
二
l

二
l

三
五
一
一

.
中
部
県
税
事
務
所

電
O
五
五
二
l

二
八
|
五
五
一
一

一
飼
い
主
様

.
わ
た
し
を
ノ
ラ
猫
に

し
な
い
で
ね

.

.

 動物
愛
護
週
間
・

9
月
却
日
j

m
日
圃
置

か
い
じ
国
体
花
い
っ
ぱ

い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
や

か
い
じ
国
体
の
成
功
に
向
け
て
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
が
各
地
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

か
い
じ
国
体
花
い
っ
ぱ
い
運
動
山
梨

県
推
進
協
議
会
で
は
、
乙
の
運
動
の
な

お
一
層
の
盛
り
上
が
り
を
図
る
た
め
、

第
四
回
「
か
い
じ
国
体
花
い
っ
ぱ
い
運

動
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
多

く
の
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

。

対

象

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
地
域
(
職
場
・
学
校
な
ど
を
含

む
)
の
団
体
で
、
次
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
も
の
。

①
九
月

1
十
月
の
聞
に
花
が
咲
い
て
い

る
乙
と
。

②
花
が
道
路
沿
い
、
ま
た
は
多
く
の
人

の
自
に
つ
き
ゃ
す
い
場
所
に
咲
い
て

い
る
乙
と
。

③
専
門
業
者
に
管
理
等
を
委
託
し
て
い

な
い
乙
と
。

o

応
募
方
法

市
町
村
役
場
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
等
の
参
考
資

料
を
添
え
て
、
役
場
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

。
締
め
切
り
十
月
二
十
八
日
(
火
)

O
審
査

・
表
彰

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
審
査
会
で

審
査
を
行
い
、
入
賞
団
体
を
選
定
し
、

主
催
者
が
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
表

彰
し
ま
す
。

轡

鎮

火
災
予
防
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

と
な
っ
て

H

天
ぷ
ら
火
災
防
止
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
が
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

O
天
ぷ
ら
火
災
は
、
建
物
火
災
の
六

件
に
一
件
の
割
合
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

一

O
天
ぷ
ら
火
災
は
、
や
け
ど
を
し
た
V

り
建
物
を
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
り

す
る
被
害
の
大
き
い
火
災
で
す
。

⑩
ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
の
中
で
の
競
技
・
宿
泊
・
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
グ

⑨
主
な
実
施
事
項

①
競
技
会
場
、
宿
泊
施
設
、
庖
舗
の

防
火
・
避
難
の
安
全
確
保

②
家
庭
や
地
域
で
の
出
火
防
止
の
徹

底
(
開
催
期
間
中
は
火
災
を
起
ζ

さ
な
い
)

③
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
防
止
(
安
全

で
、
き
れ
い
な
街
に
)

⑨
天
ぷ
ら
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

運
動
の
環
と
し
て
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団
、
自
治
会
が
一
体

議論語欝門紙総務怒沼間繍恕:::::申詩編誤務犠銀器躍毅銭2

⑨
天
ぷ
ら
火
災
の
防
火

シ
ー
ル
を
ガ
ス
レ
ン
ヂ

な
ど
へ
張
っ
て
下
さ
い

O
お
配
り
し
た
防
火
シ

l
ル
を
お
宅

の
ガ
ス
レ
ン
ジ
に
張
っ
て
注
意
し

て
下
さ
い
。

⑨
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は

そ
の
場
を
離
れ
な
い

ポ
イ
ン
ト

①
電
話
・
訪
問
客
の
応
対
に
は
、
い

っ
た
ん
火
を
止
め
る
。

②
途
中
で
他
の
用
事
を
し
な
い
。

③
揚
げ
終
っ
た
ら
す
ぐ
火
を
止
め
る
。

甲

府

地

区

消

防

本

部

か
い
じ
国
体
甲
府
市
消
防
警
備
本
部
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昭和町クソフフブト対ボ抗ール戦 昭和町の人身事故発生状況
申停、bベ、-"'"、.-"'"、bィ、"..，... ふイ、.."ィ・"..，.、ふベ、会イ、.-""'''''''''、-"'"、部ー、-""、bィ、b可、駄》イ、"..，.、-""、""、、-""恥-"'"・-"'"、占凶r、b停~

( 561年 1月---.，6月) 資料・・・・・・昭和駐在所

中間成績 (61. 7 .20現在) 1. (1)交通事故発生状況対比表 (2)前年対比表(昭和町) 3.年齢別発生状況

(A級リーグ) 南甲府 昭和町 率 60.1-6 61.1-6 年齢 当時者(A) 当時者(8)

件数 19才以下 9 4 
上 西 中 上 西 西 水清 ね

件数 494 52 115あ 44 52 

戦対

ク 昭
条 条 死者 3 。。 死者 。 20才代 1 9 2 0 

河 条 スエ 傷者 657 74 115話 傷者 49 74 30才代 1 0 1 2 チ 東 平日 河 イダフ
じ

40才代 6 7 

i入
ト 新 区 区、、dノ 宅 50才代 4 5 

チーム名 間 区 田島 A 東 BIA ズ武 4. 地区別発生状況 60才代 4 3 

クリエ ート宅間 ト¥O • • 。 • l月 2月 3月 4月 5月 6月 5十 率

卜¥ 1. 上河東一区 • 。• • 。 西条 。 3 6 2 4 4 19 36 ~ち
5.事故類型別発生状況

西 条 新田 • 卜¥• • O 類型 件数 率
清水

卜¥ • 。。。 O 2 。 2 H話
中 島 。。。。。 出会頭 28 53.$話

昭 。。×ド¥O • • 新 田 。。 。。 2 4~ち
A 右折と直進 3 6.$百

上 河 東• 。 • ト¥ × 
押越 。。。 3 5 I 10% 

左折時 3 65'皆

西 条 一 区 B • • 卜¥• 。 中島 。。 3 。。 4 8~ち

追 突 11 215ち。卜¥ 。阿 原 。 。 。 3 6 ~ち西条 二区 A 。。。
正 面 衝 突 2 4~ち• 卜¥ 築地 。 3 7 I 13% 清水スライダーズ 。 • 。O 
単 J.'I 2~ち

ね じ 武 。O × 卜¥ 飯喰 2 7 I 13% 
追い越し時 。。

(8級リーグ) 河西 。。 O 。。 2~ち

~西~ 米阿昭 藤 河ラ 上河東 。。‘・ 。。 2 4 ~ち
人対車両 3 6 ~ち

山 西襲築

戦対
梨 計 3 6 10 10 13 10 52 100 ~ち

そ の 他 2 ~届

6ア~ フ 山 ビ

チ
昭

区<< レ 平日 精

ズダン
実 、y

ム 農
アス 自動車に乗ったらシートベルトチーム名 、』ノ協 区 地 業 原 lB機 西ト

山梨昭和農協 ¥ O 。。
d 西条一区ベアーズ |¥ • • • ~ -シートベルトとヘルメット。

西条一 区 ¥ • 。O • 飯喰フレンダーズ• ド¥ 。• • O • どちらも命を守る大切なもの一一

築 地• O |¥ • 。。 忘れずに、正しく着用しましよう。

米山実 業 。• ¥ • •• 阿 原 。。。。¥ 。。
昭 平日 B • 。• 。• • 卜¥ O 
藤 精 機 • • • 卜¥• 、・b

河 西 。。• 。• O 。ド¥ パイクを運転するときはヘルメット
フ

ヒ。
ツ 卜。。O 。 卜¥

9月21日""9月30日 秋の全圏実通安全運動

特例永住許可申請はおすみですか

;つi、Jつ FZ9持と療と;9 いのち l申請期限本年12月31日
申請できる人は、終戦前から引き続き日本l乙在留して

て救急機会て急療週」救間「医月識深認を 日
いる朝鮮半島・台湾出身の人たちとその直系の子孫とし
て日本で生まれ引き続き在留している人たちです。

EZAtiz嶋崎救上記の方は、永住許可の申請をすればすべて永住が許
可されます。また、手数料は不要です。 いぶ呼か らめ

まだ申請していない方は、最寄りの入管へ申請して下
手等応急を当 り 13るにの 竺J(ヨU川さい。郵送による申請も可能です。 前つ 日た対す 日

のけ とまめ L- ~ 
くわしくは、下記の法務省入国管理局又は地方入国管 の しでにるで

理局へお問い合わせ下さい。
民ての正て 9月9日は長

法務省入国管理局 電03一日0-4111 運ー県し 「救急の日」です

が
ヲ烏 ヲ貨 安:くく電話族れさ

~司司

ζ 救急療由医主 で 急緊事故等 対策生し 職属
の ず ζ 話あ定るの保 の災害が 年風今水害も

全災zs z 協力 安易な、 fC. でた療救急医は ゃ 宇:れ:J ノノレ段普れと地はるの ζ 度合す災復害 なは安否 る
I J;':;i' f乙が震通色青非難と る り非常 節季 を す搬送 IC.すU 、 家庭
トか注あな 常 がいた ま の発 お よ急

N をら意りどど・場あ iζ め旧 すに合間生す i乙 の 願い滑円用利るるたま で 主ゐT 決親しまでお黄色 所り応ーな 。混 な
a屯三昏T めせます言器 り やまじ般ど 乙千わるりな

府甲てきしの 利・街頭すてのの の せ災状被況とまど 話
すま。 進で推 ま が 救急動車は自 者患 夜及聞び ぃま

お、よで 用 が よてなし
電き知う 、がで緑色花 、話通電話は急緊 う 、ど た災ヌ害うま

報ま人 。受話はきの置設市す市規をI 通話 なかの 知 きし的目 の し
電しな ずま公 町 、 とか通話

識
るよで たよ

ょど器れすし をきりや よえす めに三
局話うへ はる。衆電て村指 雑混確 はにで家 心配

‘~ 
う のに、の発

…命的 ………… 
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問問保健衛生だより問問開銀

実施日 受付時間 場所該 当 児

昭和 60年8月生まれ

11月生まれ

i昭和 61年2月生まれ
--2時 l

9月11日(木)1 N 5月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

9月10日(水)
午後 1時 総合

会館

日時 9月 13日(土)・ 27日(土)

午前9時--11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄養指

導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお気軽

にお出かけくださし、。

実 施 日

受付時間

場所

該当児

9月 9日(火)

午後 1時--2時

総合会館

昭和 58年6月 1日~昭和 58年8月 31日までの出生

児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについての持ち物

<ツベルクリン反応検査>

日 時 9月 17日(水)午後 1時--2時

場 所 総合会館

該当児 砂昭和60年10月 1日~昭和61年3月31日までの出生

児。

砂昭和60年4月 1日~昭和60年 9月30日までの出生

児で未接種者。

惨昭和60年9月ILBCGを接種した者(陽転確認の

ため)

※上記該当児のうち BCG接種後 l年以内の者は対

象から除外されます。

持ち物 母子手帳

<判定及び BCG接種>

実施日

時間

9月 19日(金)

判定……午後12時45分--1時 30分

BCG接種…...午後 1時--2時

場 所 総合会館

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者には BCGを接種しますが、つぎのような

人は BCGを接種できません。

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。

2. まん延性の皮膚病iとかかっているもの。

3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けたもの。

4. はしかの予防接種またはポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の
の

も

も
た

た
け

し

受

乙
を

起

種

を

接

け
防

つ
予

き
の
ひ

外以

ん

記

れ
上
い

に

け

内

に

。
以
内

の

間

以

も

週

年

の

2

1

「「
u
p
h
u

キ
Cだ/

¥
 

きお円
H
H

t〈承乙での

票

す
問

ま

質

りあ，刀査検尿※
 

第 l 回|第 2 回

実施日 1 9月 16日(火 9月 24日(水)

時 間| 午後 1時 30分~

場所| 総合会館

対象 者 | 妊娠 5か月以降の妊婦

持ち物|母子手帳・体操のできる服装・テキス卜代 300円

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

その他

9月 29日(月)

午後 l時--1時 30分

総合会館

昭和 61年4月 l日--7月 31日までの出生児。

母子手帳

昭和 61年4月及び5月出生児については検診後、神

経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配付を行

いますので60円切手 1枚または現金60円をど持参くだ

さし、。

日時 9月 26日(金)

午前 10時 20分--10時 25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れてヒモでし っか

り封をしてください。

時

所

児
当

日

場

該

9月 25日(木)午後 l時--2時

総合会館

⑨ I期・一昭和59年3月 1日~昭和59年8月31日まで

の出生児。

⑨H期… I期3回を完了して 1年から 1年6か月以

内の者0

.昭和57年9月 1日~昭和59年 2月29日までの出生

児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

。体温がはかつてないと接種できません。体温は必ずはかつてくだ

さい。

。問診票の記入もれ等がないようにしてくださし可。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起ζ した者。

dグ



せ
ο
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0
3
0
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3
3
3
3

お
め
で
ど
う
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代

‘' 

い
貌
に

な
る
た
め
に

〉」
イ
ワ
/ほ
/
立
俳
句

ト
。
パ
ノ
ト
ベ
ザ

最
近
の
調
査
で
は
、
高
校
生
以

上
の
四
人
に
三
人
が
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
}
ド
を
持
っ
て
い
る
計
算
に

な
る
と
か

y

な
い
ド
を
使
っ
た
回
買
い
物
は
、

乙
の
五
年
間
で
、
年
間
売
上
高
が

八
割
も
増
え
三
兆
円
の
大
台
に
迫

っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
か
ら
も
、
高
度
情
報
化
社

会
の
進
展
に
連
れ
、
買
い
物
と
同

時
に
銀
行
口
、座
か
ら
支
払
い
が
さ

れ
る
のド
ァ
l
ム
バ
ン
キ
ン
グ
炉
、
ぺ

家
庭
に
い
な
が
ら
で
き
る
ホ
ー
ム

シ
ミ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
普
及
し
、

ま
す
ま
す
が
現
金
無
用
'
の
時
代

と
な
る
乙
と
で
し
ょ
う
。

一
M

ζ
う
し
た
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
納
一

ω

税
の
ガ
法
は
、
や
は
り
便
利
で
擁
一
山

実
会
銀
行
の
口
座
振
替
で
す
ね
〆
j

u

安
だ
御
利
用
で
な
い
方
、
手
続

一札

は
簡
単
で
す
。
お
気
軽
に
銀
行
か
」
巳

税
務
署
の
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。

(敬
称
略
)

三
輪
車
に
令
せ
て
自
転
車
夕
涼
し

科
、
社
会
な
ど
は
教
科
の
わ
く
を
は
ず
司
勾
熟
る
父
の
忌
日
を
忘
れ
居
り

し
て
生
活
の
中
で

の

体

験

を

重

ん

じ

る

磯

部

信

与

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
乙
で
、
家
庭
で
ア
マ
リ
リ
ス
新
町
長
の
辞
令
読
む

の
お
べ
ん
き
ょ
う
は
学
校
と
違
っ
た
形
畳
の
上
に
は
に
か
み
て
綾
く
白
き
靴

で

大

切

な

意

味

を

持

ち

ま

す

。

中

学

年

長

田

そ

の

子

か
ら
や
、
抽
象
化
す
る
内
容
の
た
め
の
コ
ペ
タ
ル
踏
み
梅
雨
ロ
ハ
中
を
通
院
す

経
験
の
裾
野
を
ひ
ろ
げ
て
お
か
な
い
と
、
一
局
風
機
微
風
上
向
き
病
む
母
に

本

当

に

わ

か

る

乙

と

が

出

来

な

く

な

り

丘

小

沢

百

合

子

ま
す
。
家
庭
の
仕
事
、
お
父
さ
ん
お
母
ヱ
た
だ
一
人
代
田
を
接
け
ば
た
そ
が
る
る

糊

さ
ん
の
生
き
方
や
考
立
ピ
ン
ポ
ン

20爽
や
か
に
病
栓
ゆ

吋

r

え
方
を

学

ん

だ

り

、

口

尾

形

賢

二

と
V

身
近
な
動
植
物
を
よ
一
山
荘
の
句
会
一
刻
花
火
も
し

霞
鴨
隣

り
く
観
察
し
た
り
、
買
で
余
屋
本
床
込
に
兎
の
水
の
音

aム

よ

い

物

に

庖

屋

へ

出

か

一

河

田

好

子

羽

)
ト
イ

割

け

た

り

、

自

然

に

ふ

で

足

の

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

旅

終

る

?
一事

弘

悶
れ
た
り
、
そ
し
て
い
一
肩
ご
し
に
句
碑
読
み
と
れ
ず

2
5

3通

観

ろ

い

ろ

な

乙

と

を

工

輿

石

さ

公

代

F

hmp

兜

足

を

使

っ
て
た
め
し
で
久
夫
を
永
て
検
診
の
人
の
渦
に

叩て

よ

た
り
し
て
体
験
を
豊
中
、
7
す
も
の
に
替
え
て
句
疲
れ
か
く
せ
ず
に

ff
k
h

か
に
す
る
こ
と
が
家

ヱ

内

藤

ふ

く

次

庭
で
の
勉
強
で
す
。
も
し
学
校
の
乙
と
ロ
み
ひ
ら
き
し
嬰
瞳
真
澄
め
る
水
中
花

を
家
で
補
う
な
ら
、
(
教
科
書
が
な
い
ヱ
夕
焼
け
て
人
見
知
る
眼
を
嬰
は
伏
せ
て

と

不

便

で

す

が

)

国

語

と

算

数

だ

け

は

口

松

岡

満

子

今
日
習
っ

た
乙
と
を
復
習
さ
せ
る
乙
と
ヱ
風
鈴
や
長
さ
タ
飼
の
老
二
人

で
す
。
先
へ
進
む
ζ

と
は
よ
く
あ
り
ま
ロ
子
の
寝
息
ま
た
夜
い
て
梅
雨
障
子

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
一
日

に

五

分

で

も

十

立

薬

袋

花

枝

分

で

も

机

に

向

っ

て

好

き

な

本

を

読

み

、

口

三

〆

中
学
年
か
ら
の
勉
強
に
そ
な
え
た
習
慣

y
y
-
?

を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

4
h
b
f
L

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

1

q

巴k守色#勺色~，

《
お
べ
ん
き
ょ
う
》

l色ノ令てたノv->.

税のプロムナード ~ì

昭
和
六
十
一
年
七
月

一
日

1
七
月
三
十

一
日
ま
で

の
届
出

何
で
も
見
て
み
よ
う

し
て
み
よ
う

小
学
生
に
な
る
と
お
母
さ
ん
方
は
勉

強
や
成
績
が
気
に
な
り
ま
す
。
乙
の
頃

低
学
年
で
は
教
科

副
睡
眠
臨
臨
眠
障

E

書
を
持
ち
帰
ら
せ

噛
週
咽
圃
闇
窟
眠
、

な
い
学
校
が
多
い
関
鰭
温
欄
隣
圃
園
田
E

の
で
す
。
先
生
に
盟
副
聴
聞
鞠
魁
園
週

言
わ
せ
れ
ば
、

遊

測
機
鶏
錨
親
機
幽
・
掴

ん
で
い
れ
ば
い
い

v
wぬ
繋
機
騒
欝

固

い
輸
事
晴
海
…
畿
一
総
綴
幽
閉
ぷ
滋
率
一

と
の
乙
と
で
す
が
、

E
-鰹
曇
盤
底
温
康
置

先
の
乙
と
を
考
え

認

容

幽

闘

機

幽

る
と
心
配
な
親
た
期
城
眠
鱗
幽
闘
麟
削

ち
は
学
習
雑
誌
を

一人

噌

岨

畳

間

買
い
与
え
た
り
し

壊
と
剛
伝

副
罰
論
温

て
教
科
の
勉
強
を
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

今
の
学
校
の
低
学
年
の
目
標
を
み
ま
す

と、

気
づ
く
、
関
心
を
も
っ
、
た
め
す
、

と
い

っ
た
こ
と
が
多
く
、
学
習
意
欲
を

起
こ
さ
せ
、
楽
し
ん
で
学
習
さ
せ
る
乙

と
が
中
心
で
、
理
解
と
い
う
乙
と
は
中

学
年
か
ら
で
す
。
や
た
ら
に
先
の
乙
と

を
勉
強
し
て
も
、
念
仏
と
同
じ
で
真
の

理
解
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

総
合
学
習
と
い
う
こ
と
が
進
め
ら
れ
理

わ

氏

名

棲

回

一

虞

曽
我
久
美
子

川
口

鉄
男

横
谷
ま
ゆ
み

藤

本

昌

敏

手
塚

恵

子

地

区

-つ

紙

漉

阿

原

よ

築

地

新

居

し

上
河
東
二
区

報広

清 西;紙西西西清押地
水条 漉 条条 条 水

同新二一阿新 一 二 新 区

魚井田 鷹山中深望山
住日中野中村沢月田氏

隆芳喜勝 弘正喜
博明幸己一 清文史稔者

裕和喜圭康奈麻正 名
子 也子佑太瑞希太舞

良日

円む

一一
室

署
談

務
相

税
務

府
税

甲

税の相談は税務相談室へ

(11)昭和 61年 9月 1日発行
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二百十日

防災の日

2 

3 

4 

5 

6 

8 白露

9 救急の日

10 

11 二百十日

12 

13 世界法の日

広報しようわ

?向の乙よ汎

1 回目L \f且1171'ノ' ‘/、 λと~~

一人暮し老人食事サービス

福祉(温泉)パス巡回

福祉(温泉)パス巡回

3歳児健康診査(総合会館)

乳児健康診査(総合会館〉

福祉(温泉)パス巡回

乳児健康診査(総合会館)

母子手帳交付及び一般健康相
談日(総合会館)
リハビリ教室(総合会館)

1116 

1117 

18 十五夜

19 

20 

23 [j]秋分の日

1124出羽七J回

1125 

26 彼岸明け

昭和 61年 9月1日発行(12)

SEPTEMBER 

長月(ながつき)

ツベルクリン反応検査(総合会
館)

ツベノレクリン反応判定及びBC
G接種(総合会館)

安産教室(総合会館)

福祉(温泉)パス巡回

3種混合予防接種(総合会館)

町県民税第 2期納期限
国民健康保険税 9月分納期限

30 麟繍罰百訂惣盟

ハ⑥かいじ国体を、みのりある大会として成功させるため、
タミ呈 それぞれの立場て参加しましょう。

。西条地区

r西条
|清水新居
」西条新因

。押原地区

[押越
河東中島
紙漉阿原

。常永地区

[築地新居
飯喰

河西

毎週

月・木曜日

2目、 5目、 9日 ~第7'5毎2ス水・プ月曜ラス日チi ック類 l金 属 類
12日、 16日、 19日

26日、 30日 10日|第月毎

4 
1 目、 4 日、 8 日I HJ Ji 水曜

毎月
: 24日

11日、 18日、叶 17日日
第3水曜日

25日、 29日

※可燃物の収集日が祝祭日の場合は収

集業務はし、たしませんので次回の

集日をご利用ください。

※ゴミは必ず、指定の紙袋または荷

を使ってお出しください。それ以

のもので出しであるゴミは収集いた

しません。また、最近、可燃物と

燃物がいっしょにはし、っているもの

など、jレーノレを守らずに出されるゴミ

が多く収集にも手間どっています。

清潔で住み良い生活環境を保つため

にもルールを守り、美しい町づくり

にど協力ください。


